
  

   
       

 

令和 5 年度に設立された「四国 4 県老人クラ 

ブ連合会協議会」は各県持ち回りとなっており、 

今年度は７月 14 日（月）に香川県高松市で開催 

されました。全老連の松島紀由常務理事をはじめ 

四国 4 県の会長、女性委員長、事務局長が参加し 

連合会協議会会長表彰被表彰者の決定や、今後の 

課題等について活発に意見交換しました。 
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ＮＥＷＳ 
四国 4県老人クラブ連合会協議会

を開催しました 

令和 7年度 第 1回調査研究基
金管理運用委員会を開催します 
9 月 4 日（木）13 時～ 

香川県社会福祉総合センター3 階におい

て、第 1 回調査研究・基金管理運用委員

会を開催します。 

第 49回定時理事会を開催します 
9 月 10 日（水）13 時 15 分～ 

香川県社会福祉総合センター6 階におい

て、第 49 回定時理事会を開催します。 
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二ノ宮クラブ広報紙発行と男性クッキング 

          三豊市二ノ宮クラブ 会長 近藤 久志さん 

    
 汗ばむ陽気の 7 月 12日、二ノ宮公民館で男性クッキングが開催されました。頭にバン

ダナを巻いた男性 16名が慣れない手つきで包丁を握り調理に取り組みました。7月半ばと

あってレシピは、ナスとひき肉のスタミナ丼・ニラともやしのごま酢和え・中華風コーン

スープ・オレンジのくし型切りの計４品。食生活改善推進員が作り方を説明したところで

調理開始です。あちこちから「男の料理はグラムや量らんのに」とか「この包丁、切れ

ん」といった苦戦する声が聞こえながらも盛付をしたら待ちに待った食事の時間です。 

  
「おいしい！」とみなさんうれしそうににっこり。実は毎回、駐在さんも参加しており、

最後にお手製の広報紙を使いながら詐欺被害防止の講義をしてくださいました。 

二ノ宮クラブは、平成 31年 3月に発足し現在 7 年目。もともと老人クラブはあったも

のの高齢化で若い高齢者の入会が少ないことから､何とか若い人に行事に参加してもらい､

地域活性化に繋げたいとの思いで 74歳以下の人に呼びかけ､なんと 170人での出発となり

ました。また､設立以来､毎月広報紙を発行しており地区内 650戸全てに配布しています。

その機関紙も 8 月で 77号を迎えますが記事の企画や取材､編集などすべて広報担当の役員

が実施しており、必ず地域のニュースや歴史、社会の動きをいれるようにしているそう。

驚いたのが、毎月カラーで 600部印刷するとなると年間約 10万円かかりますが、それを

クラブからは出さないよう、地元企業に足を運んで協賛広告をもらっているとのこと。 

新聞担当の前川さんと高木さんに今、思うことをきいてみると「地域の繋がりが大切」

「若い人に地域の昔話やできごとを伝えていきたい」とにっこり微笑まれました。 

二ノ宮クラブはそのほかにも会員が家で作った農産物や手芸品等を持ち寄り毎月 1回 

｢にこにこ市」を開催したりと熱心に活動しています｡皆様いつもありがとうございます。 

  

 

おじゃまします 

活動拝見    
 地域の窓 こんな活動！あんな活動！   

 

 

 

【県老連事務局：吉原】 

 


